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研究経緯   

 平成 25年度は中学校２年において，ハ

イブリッド車の購入をテーマに，環境教育

の視点での実践を行った(verⅠ)。奇しく

も，このテーマがそのまま平成 28年度全

国学力・学習状況調査の数学Ｂ３の問題

として出題された(右図最下段)。このこ

とは，まじめに緻密な教材研究を行えば，

誰が出題しても同じような問題に収斂す

るということを示しており，全国学力調査

より何年も前に，三重附属において，また

本委託事業研究において，ハイブリッド車

の購入にかかる問題が扱われていたこと

に，実践研究者としての自信が深まったと

ころである。 

平成 27年度は，このことを発展させて，

LED 球をどのように選択するのかといっ

た日常生活の問題を，数学の活用の場面に

切り取って，実践研究を本委託事業で実施

した(verⅡ)。残念ながら，私事で２か月

ほど病気休暇を取得したために，実践を最

終的なまとめの形にまで整理しきれなか

ったところが残念である。不覚であるが，

本研究の終了後余裕があれば，昨年度研

究を正式にまとめた形に仕上げ，本年度

研究冊子に投稿したいと考えている。 

この流れで，本年度は verⅢに当たるシ

リーズ研究といたしたい。 

現行の学習指導要領は，数学的操作活動

の重要性が強調されるとともに，日常生活

への活用の視点で思考力・判断力などにつ

いて意を注ぐよう示されている。また，①

日常生活関連，②他教科関連，③数学科固

有，の３種類の活用の例が示され，アクテ

ィブラーニングとの関係に留意し始めた。 

そのような中，平成 28年度全国学力・

学習状況調査数学Ｂ５は，単純に平均を取ることの怖さをメッセージしている。電力関係の話題におい

ても単純に平均に着目するだけでは非常に危険な議論になる場面が山積する。具体的な事例を用いて，

数学的に思考する方法について，本年度は研究を進めたい。 

 
平成 28年度全国学力学習状況調査中学校数学Ｂ５ 

 
 

  
平成 25年度本事業委託研究(河合研究から) 

平成 21年度全国学力学習状況調査中学校数学Ｂ３ 



研究概要 

近年の流行で，「学校教育のあらゆる場面を通

じて◯◯教育を充実させる」というキーワード

がある。◯◯には，道徳，環境，人権，キャリ

ア…等の文言が入る。そこで，数学の活用の視

点を改善することを第一義に置きながらも，数

学の時間に，環境教育の素地を豊かにしたり，

環境教育の視点で物事を見る態度を培ったりす

ることをめざす。このように，教科横断・領域

横断といった言葉が最近のトレンディーである。 

そこで，領域間横断に着目し，具体的な日常

生活関連の課題を設定し，エネルギー環境教育

に資する話題を題材にして数学的な思考を扱う

授業の例を増やしたいと考えた。 

具体的には，資料の活用を中心にしながらも，

確率・資料の活用・一次関数・一次方程式の複

数の領域横断型の活用事例の開発(領域間横断

がキーワード)を進めたい。 

靴の問題に見られるように，わざと平均に目

を向けさせて，数学を担保にして逆手にとって

議論を誤魔化す輩も最近では増えているように

見える。資料をグラフ化するなど数学的処理を

加える段階で，適切な加工であるか否かが問題

になると考えられる。たとえば，数学グラフコ

ンクールに出品するなどして，技法を高めるこ

ともひとつの手である。 

表現したいと思うことがあったとき，それが素晴らしい教材になることは経験的に明らかである。そ

こで，生徒にプレゼンさせるなどして，グラフ化して何かを主張させ，それを発表会するなども魅力的

である。 

そして，ここで用いたり学んだりした手法を元に，様々な諸問題を，数学的に解釈する力を高めると

ともに，電力ナビ，家庭用太陽光発電などにも同様の手法を進んで用い調べようとする態度を育み，エ

ネルギー環境教育を充実させたいと考える。 

 

予算活用計画 

 ・ポータブルプロジェクター 

   いつでもどこでも，気になったり，気付いたりしたときにプレゼンできるように，ポータブルプ

ロジェクターを活用することも研究したい。 

   特に，昨年度導入したタブレット型パソコンとの連結した活用と汎用性について，ＩＣＴ機器利

用の側面からの可能性も提言できたらと考えている。 

 

 

 

指導概要 

 まず，生徒にグラフコンクールについての説明をする。同時に，グラフにはたくさんの種類があるこ

とを伝え，目的に応じた使い方があることを教えた。生徒には，「環境について」というテーマを与え，

インターネット等で気になるテーマを調べさせ，ポスターを完成させることを冬休みの課題とした。 

 また，教師側からあえて目的と評価方法について述べることで，生徒がそれを意識して取り組むこと

ができており，ポスターの出来栄えからもそのことは明らかである。 

 以下，生徒が作成したポスターの例を挙げる。 

 

 

 

 

 
統計グラフ三重県コンクールより 

http://www.pref.mie.lg.jp/common/07/ci400000561.htm 

 



 

 

 

 

 



 

 

 

 



 冬休みが明け，発表会を行った。発表は１人３分程度とし，特に自分の主張したい点をどれだけ相手

に伝えられるかをポイントに行った。テーマが同じであっても，一人ひとり切り口が異なっており，聞

いている方も感心させられるようなものも多々あった。「地球温暖化」，「食品ロス」，「ゴミ問題」とい

うさまざまなテーマがあったが，感想用紙を見ていると，すべてのテーマがどこかでつながっているこ

と，また，それらの問題が決して他人事ではないことを，深い考察の中から学んだようだった。また，

数学が苦手で，普段は考えることや問題を解くことを放棄してしまう子も，自分なりに考察を行い，ポ

スターを作り上げることができた。 

 

 以下，生徒の感想の抜粋である。 

・発表を聞いて，自分の発表に足りない部分が分かった。 

・主張と提示したグラフがかみ合ってない人がいて気になった。 

・環境に興味がわいた。私ができることも多くあったので，実践していこうと思った。 

・提示するグラフが多すぎても分かりにくいと感じた。 

・同じテーマなのに，考え方が違っていて面白かった。 

・グラフを使うことで，あやふやだったことが明確に見えて，より正しい知識を身につけられることが

面白かった。物事を数学的に見ていく力をつけたい。 

・身近なものでも表に表すことは難しかったが，表すことで起きていることがとらえやすくなった。 

・グラフにすることで，パッと要旨が伝わり，目がひかれた。 

・自分でグラフを作成することで，グラフをどう読むべきなのか分かった。 

・説得力をあげるのは難しいと思った。 

・グラフから読み取れる事実だけでなく，自分の考えも入れている人はいいなと思った。 

・身近なところに数学がひそんでいる（表すことができる）ことが分かった。 

・質問に答えられなかったので，もっと深くまで調べておけばよかった。 

・グラフを使うと説得力があるので，今後も説明する場面があれば活用していきたい 

・他の人の発表をきいて，環境について勉強できた。 

・しっかり調べていくと，自分が常識だと思っていたことが間違えだったりしてびっくりした。 

・さまざまな形のグラフがあり，工夫されていて面白かった。 

・データに対して，「なぜ」という視点をもち，推測することが大切なのかな？ 

・伝えることの難しさを感じた。自分で分かってないと発表できない。 

・表・グラフを使ったので式も使いたかったが，うまく利用できなくて残念だった。 

・どんな問題も，「省エネ」や「エコ」が問題解決に必要なことだとわかった。 

・発表は思ったより大変で，もっと下準備をしておく必要があったと思う。 

・発表していく中で，間違いに気づき，主張にかなりの無理が生じてしまった。グラフに関して先生に

つっこまれたとき，上手な言葉が出なかったので反省したい。 

・表やグラフを使うと，伝えたいことがよく伝わるのだと感じた。特に，変化を表すには，グラフを使

うことで，よく伝わると感じた。 

・テーマは違っていても，地球のことへとつながっていたので，気を付けて生活していかなければいけ

ないと思った。 

 

これらの感想から，数学を学びながら，環境について考え，日常生活を見つめ直すことができた生徒

が多数見受けられたと感じる。これからも，数学の世界だけに固執するのではなく，日常に目を向けて，

より活きた数学を生徒に提供していくことが急務であると感じた次第である。 

 


